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成田空港では、お客さまの手続きにかかる待ち時間の短縮や混雑緩和を図る「ファストトラベル」を推進している。
その取り組みの一環として、国際線の保安検査場を拡張して明るく快適な環境に整備するとともに、

最新の保安検査設備を導入して、検査効率の向上と体制の強化を図る。

　ファストトラベルとは、世界の航空会社で組織する
IATA（国際航空運送協会）が提唱するプログラムで、
空港でのお客さま手続きの自動化（セルフサービス化）
を促進することにより、効率的で快適なサービスの提
供を目指している。このファストトラベルの一環として、
第1・第2ターミナルにおいて、国際線保安検査場の拡
張や最新の検査機器の導入などにより、お客さまの待
ち時間やストレスの軽減、取扱処理能力の向上による
混雑緩和を図る。このリニューアル施策は2019年度中
の完成を予定している。

ハードとソフトの両面で整備

　今回のリニューアルでの大きな狙いは、「暗い」「閉
鎖的」といったネガティブな印象の保安検査場を、「明
るく開放的で、分かりやすく、快適な環境」に整備する
こと。また、最新の手荷物検査機器「スマートセキュリ
ティレーン」を導入して、効率的な保安検査を実現する

こと、検査時の待ち時間の短縮を図ることを目的とし
ている。
　まず、検査場そのものの改修では、保安検査場の総
面積をこれまでの2倍に拡張して、検査レーンの増設
や、より効率的な検査が行えるよう検査機器の長尺化
に対応できるようにする。また、これから出発するお客
さまの旅への高揚感や開放感等を演出するために、検
査場内をより一層明るくし、改善を図る。さらに、分か
りやすく、ストレスを感じないようにするため、検査手
順等の案内サインをこれまで以上に充実させることな
どにより、従来の保安検査場のイメージを一新する。
　スマートセキュリティレーンは、保安検査レーンを従
来の10ｍから18ｍとすることで、複数のお客さまが同
時に準備して手荷物を流せるなど、より効率的な保安
検査が実現可能となる。また、X線検査の結果、手荷
物を再検査する必要がある場合は、手荷物が別のレー
ンに自動的に仕分けられるため、お客さまの流れがこ
れまでよりも効率的となる。これらにより、保安検査に
よるお客さまの待ち時間の緩和、手荷物のX線検査機
器への自動搬送によるお客さまの負担の軽減が図ら
れ、快適性が向上することが期待される。
　スマートセキュリティレーン1台あたりの処理能力
は、従来のものに比べて、最大で約50％のアップが見
込まれている。この新しいレーンは、第1・第2ターミナ
ルに加えて、第3ターミナルにも2019年度末までの導
入を予定している。

顔認証ゲートの運用もスタート

　出入国手続き関係では、法務省による「顔認証ゲー
ト」の運用も始まった。これは、IC旅券のICチップ内の
顔の画像と、顔認証ゲートのカメラで撮影した顔の画
像を照合して本人確認を行うもの。日本人を対象に、
2018年6月11日から入国手続きでの導入がスタート、
出国手続きでも10月から導入された。これにより、日
本人の出入国手続きを合理化することで、多くの入国
審査官を外国人の審査に充てて、審査の厳格さを維持
しながら、その円滑化を図っている。
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保安検査レーンを長くすることで、
より効率的な保安検査を実現

（10m⇒18m）

複数のお客様が同時に準備し、
準備のできたお客様から保安検査に
進むことが可能
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再検査が必要な手荷物を
レーン側で自動的に仕分け


